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院生を含む研究者の人数で割りますと、１人平均 1.4 編の執筆です。さらに少なくとも 0.6 ポイント
増やす必要があるでしょう。 
 平成２２年度に始まった共同利用・共同研究拠点制度は、霊長類学の最新動向や研究者コミュニ
ティーの要望を知る上で、また研究のネットワークを拡充する上で、極めて重要な事業です。特に大
学院生をはじめとする若手研究者にとっては優れた研究経験の場でもあります。現在、拠点事業の中
間評価を受けています。その事業を維持発展させるためには、各種霊長類の繁殖・育成・健康管理、
資・試料の維持管理、実験室の整備が重要です。これらの向上のために、技術職員を筆頭に不撓不屈
の精神で望み、全所的に対応しています。拠点事業をさらに発展させるためには、付加価値をもった
モデルを提供することも重要と考えます。そのため、これまでのものに加えて行動モデルや細胞モデ
ルを構築し、それを拠点事業に提供できるようにするた めの基礎研究を推進していく所存です。 
 上に触れましたような内容の詳細が、この年報に綴られています。年報は昨年度一年の各種情報
の整理と報告をおこなうことで、自己評価のひとつと位置づけています。今年も本年報をお届けいた
します。研究所の評価の資料としてご利用いただければ幸に存じます。今後とも研究所に対するさら
なるご指導、ご鞭撻をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 
所長 平井啓久
